
本
稿
は
、
言
語
資
料
で
得
ら
れ
た
中
央
語
の
歴
史
と
、
『
方
言
文
法
全
国

地
図
」
に
示
さ
れ
た
各
地
方
の
文
法
事
象
を
対
照
さ
せ
、
日
本
語
の
歴
史
を

探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

数
多
い
文
法
事
象
の
中
で
も
当
為
表
現
（
～
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
・
～
ナ
ヶ
レ
バ

ナ
ラ
ナ
イ
・
～
ナ
ク
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ
）
は
先
行
研
究
が
少
な
く
、
そ
の
上
、

田
中
（
一
九
六
七
・
一
九
六
九
）
、
諸
星
（
一
九
八
五
）
、
渋
谷
（
一
九
八
八
）

（
１
）

等
の
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
も
の
に
傾
く
。
ま
た
、
方
言
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
少
な
く
、
寺
川
（
一
九
八
四
）
の
尾
張
方
言
を
考
察
し
た
も
の
の
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
で
は
史
的
変
遷
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ

た
も
の
の
、
共
時
的
様
相
が
十
分
に
論
究
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

方
言
地
図
に
あ
ら
わ
れ
る
各
地
域
の
地
理
的
状
況
を
整
理
し
、
言
語
資
料
で

得
ら
れ
た
歴
史
と
照
合
し
、
歴
史
と
分
布
か
ら
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
語
・
東
京
語
資
料
に
お
け
る
当
為
表
現
形
式
を

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

ｌ
史
的
変
化
・
分
布
か
ら
の
一
考
察
１
１

は
じ
め
に

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

整
理
し
（
史
的
変
化
）
、
そ
の
結
果
を
方
言
地
図
と
対
照
さ
せ
、
通
時
態
と

共
時
態
か
ら
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
調
査
資
料
は
注
の
後
に
示
し
た
。

調
査
対
象
は
江
戸
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
言
語
話
者
に
限
り
、
上
方
者
・
田
舎

人
の
発
話
例
を
除
外
し
た
。
ま
た
「
ト
書
き
・
序
・
敵
・
大
意
」
等
に
あ
ら

わ
れ
る
も
の
も
除
外
す
る
。

方
言
地
図
は
大
橋
勝
男
氏
調
査
「
関
東
地
方
域
方
言
事
象
文
法
図
」
（
以

（
ワ
二

下
、
大
橋
地
図
）
お
よ
び
「
方
言
文
法
全
国
地
図
」
第
５
巻
（
国
立
国
語
研

（
３
）

究
所
編
、
以
下
Ｇ
Ａ
Ｊ
）
を
用
い
る
。
な
お
、
「
方
言
資
料
叢
刊
」
第
５
巻

（
１
）

「
日
本
語
方
言
の
否
定
の
表
現
」
に
当
為
表
現
の
調
査
項
目
が
あ
り
、
こ
の

結
果
は
大
橋
調
査
の
約
二
○
年
後
の
言
語
状
況
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
変
化
を

検
討
す
る
の
に
適
し
て
お
り
、
参
考
と
し
た
。

考
察
の
手
順
は
、
当
為
表
現
が
「
ネ
バ
・
ナ
ラ
ヌ
」
「
ナ
ヶ
レ
バ
・
ナ
ラ

ナ
イ
」
の
よ
う
に
前
項
部
は
否
定
の
助
動
詞
の
条
件
表
現
、
後
項
部
は
禁
止

表
現
と
二
表
現
が
合
成
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
た
め
、
分
け
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
項
部
と
後
項
部
に
分
け
、
は
じ
め
に
言
語
資
料
の
史

的
変
化
を
整
理
し
、
方
言
地
図
と
対
照
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

湯

浅

彩
央

七



｜
前
項
部
の
様
相
（
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
を
中
心
と
し
た
）

一
・
一
江
戸
語
・
東
京
語
資
料
の
調
査
結
果

酒
落
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
・
明
治
期
文
学
作
品
・
洋
学
資
料
に
お
け
る

当
為
表
現
の
表
現
形
式
・
用
例
数
を
表
１
～
３
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
表

４
．
５
は
否
定
の
助
動
詞
の
条
件
表
現
形
式
に
占
め
る
当
為
表
現
前
項
部
の

使
用
数
を
記
し
た
。
形
式
別
に
作
舶
中
の
全
出
現
数
を
示
し
、
併
記
し
た
括

弧
の
数
が
当
為
表
現
の
用
例
数
を
あ
ら
わ
す
。
な
お
、
全
体
数
か
ら
当
為
表

現
の
用
例
数
を
差
し
引
い
た
数
が
条
件
表
現
の
用
例
数
と
な
る
。

ま
ず
、
酒
落
本
か
ら
見
て
い
く
と
、
ズ
バ
・
ネ
バ
・
ナ
イ
ケ
レ
バ
（
ネ
ヘ

ヶ
レ
バ
）
・
ナ
イ
デ
ハ
（
ネ
ヘ
デ
ハ
）
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
中
で

も
ネ
バ
・
ナ
イ
ケ
レ
バ
が
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酒
落
本
で

は
ナ
イ
ケ
レ
バ
の
み
見
ら
れ
、
ナ
ケ
レ
バ
は
ま
だ
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
酒
落
本
が
出
版
さ
れ
た
十
八
世
紀
後
半
の
江
戸
語
で
は
、
否
定

の
助
動
詞
ナ
イ
の
主
た
る
条
件
表
現
形
式
は
ナ
イ
ヶ
レ
バ
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る
（
数
字
は
頁
数
）
。

始
終
は
ど
こ
ぞ
へ
、
か
た
づ
か
ず
は
な
る
め
へ
「
吉
原
談
語
」
（
迦

ど
う
に
も
か
へ
ら
に
や
な
ら
ぬ
「
傾
城
買
四
十
八
手
」
（
唖

な
ん
で
も
こ
ん
や
中
に
と
や
け
ね
へ
け
れ
ば
な
り
や
せ
ん

「
品
川
楊
枝
」
（
狸

お
い
ら
も
ほ
ん
に
此
間
太
刀
か
ら
へ
遣
ッ
た
物
を
出
さ
れ
へ
じ
や
ア
な

ら
ね
エ
「
五
大
力
」
（
唖

そ
し
て
滑
稽
本
も
酒
落
本
と
同
様
に
ズ
バ
（
ザ
ァ
）
・
ネ
バ
・
ナ
イ
ヶ
レ

バ
・
ナ
イ
デ
ハ
が
見
ら
れ
る
。

そ
ん
な
こ
と
に
で
も
せ
ざ
ア
な
る
め
へ
一
浮
世
風
呂
」
（
〃
）

信
心
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
「
浮
世
風
呂
」
（
狸

地
主
さ
ま
へ
往
て
来
れ
へ
き
や
ァ
な
ら
ね
へ
「
浮
世
床
」
（
川
）

そ
こ
を
女
房
も
得
心
し
て
居
れ
へ
ぢ
や
ア
な
ら
ね
へ
「
風
呂
」
（
Ⅲ
）

さ
ら
に
、
下
っ
て
人
情
本
で
は
こ
れ
ら
の
形
式
に
加
え
、
新
た
に
ナ
ケ
レ

バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

イ
ヤ
今
日
は
お
そ
く
な
っ
た
か
ら
今
日
は
よ
し
ね
へ
・
余
程
い
そ
が
な

け
れ
ば
な
ら
れ
へ
「
春
色
梅
児
誉
美
」
四

ナ
ニ
そ
り
や
い
通
が
の
、
帰
ら
な
く
シ
ち
や
ア
な
ら
ね
へ
こ
と
が
出
来

た
か
ら
ョ

「
春
色
辰
巳
園
」
（
迦

（
一
つ
）

続
く
東
京
語
前
期
（
明
治
元
年
～
二
○
年
）
資
料
も
ほ
ぼ
人
情
本
の
使
用

状
況
と
重
な
る
。
た
だ
、
ナ
イ
ケ
レ
バ
は
ナ
ケ
レ
バ
ヘ
と
変
化
し
終
え
た
の

（
６
〉

だ
ろ
う
か
、
認
め
ら
れ
な
い
。

廣
め
も
せ
ず
置
て
往
て
仕
舞
な
け
れ
（
成
ら
な
い
か
ら「

春
雨
」
（
迦

石
に
噛
付
て
も
出
世
を
し
な
く
シ
ち
や
ア
な
ら
な
い
と
心
懸
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
所
だ
「
浮
雲
」
（
刃
）

中
期
（
明
治
二
一
年
～
岡
○
年
）
で
は
ネ
バ
・
ナ
ヶ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
・

ナ
イ
ト
の
四
形
式
に
な
り
、
ズ
ハ
・
ナ
イ
デ
ハ
が
消
滅
す
る
（
ナ
イ
ト
は
後

項
部
イ
カ
ン
・
イ
ヶ
ナ
イ
の
み
に
接
続
す
る
）
。

急
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ん
所
ぢ
や
あ
る
ま
い

「
金
色
夜
叉
」
（
岨
）

君
、
し
っ
か
り
傘
を
握
っ
て
居
な
く
つ
ち
や
い
け
な
い
ぜ

八
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＜表3：洋学資料当為表現＞

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

＜表4：否定の条件表現形式に占める当為表現の割合＞

四
一 ＊「ザア」は「ズバ」に含む。

＊「ネヘキャア」は「ナイケレバ」に含む。

後項部分 ナラヌ ナラナイ ナルマイ イケナイ

前項部分 ナイデハ ナケレバ ナクテハ ナケレバ ナクテハ ナクテハ ナイデハ

COLLOQUIAL敬体
■■■■■■＝■■‐ー

JAPANESE(1863)常体
p■■■■■■■■■■＝■■一一ｰｰ■■ ■■■■■■■■ーー■■ー■■'‐ー■■■ 巳一■■■■＝＝ーｰｰ‐~－1■ ■ーー‐ー－－ーーーーー1 ＝■■＝＝ーーー‐■■ー＝ｰ■

日用日本語対話(1863)
今

話篇(1873)＝ 1 1 5 1 6 1 1

作，Y1 ザレ ズ ハ 不 ﾉく
ー

ナイケレバ ナケレバ ナイデハ ナクテハ ナイト

雑兵物語
０
１
０

０
０
０

１
１
１

０
０
０

０
０
８

甲駅新話 1 l(1) 1

古契二娼 ‘） 1 1

総 離 1
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■
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浮 雲
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9
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14(11）
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ｌ
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半日
■
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Ｉ
ｌ
ｌ
ｂ
０
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Ｉ
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ｒ
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ｌ
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l(1) 1 8(6) l(1) 2 2
１
１
１
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琴のそら音
０
１
１
１

０
１
１
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０
０
１
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坊 ち ゃ ん
3(3) 21(11） lα4） 2Ⅸ8）

<2(1)〉

lⅨ4） 2 4(1)

一百十日 l(1) la7） l(1)
ｒ
ｌ
ｌ
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■
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小 計
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ロ
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2劇19）
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3

9
■■I■■I■■■

18(4)

或る朝
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０
０
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■
１
１
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■
０
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凸
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■
０
１
１
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1

■
１
１
１
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■
ｂ
■
■
ｐ
■
ｐ
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●
ニ
ー
サ
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リ

マ
凸
１
８
．１小

■一一

Ｕ
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Ｏ
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０
０
ｉ

一国一■ l■■ｰ1■■' ■I■■1■■I■■ ■■ｰー

，
‐
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ヰ
ー
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1
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3(2)｜
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117(103)’14(7)

一口一

日
１
０
申
１
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６

一軍一 ■■I■■1■■■■

2
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■
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ｌ
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Ｏ
Ｏ
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－
１
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＜表5：洋学資料否定の条件表現形式に占める当為表現の割合＞

（
「
二
百
十
日
』
Ｗ
）

現
に
君
の
前
任
者
が
や
ら
れ
た
ん
だ
か
ら
、
気

を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
と
云
ふ
ん
で
す

『
坊
ち
ゃ
ん
」
（
剛
）

そ
し
て
後
期
（
明
治
四
一
年
～
）
に
は
ネ
バ
が
衰

退
し
（
条
件
表
現
に
一
例
）
、
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ

ハ
・
ナ
イ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
る
（
用
例
は
す
べ
て

「
道
草
」
）
。

そ
れ
に
今
日
は
明
け
の
Ｒ
だ
か
ら
、
遅
く
と
も

十
一
時
頃
迄
に
は
歸
ら
な
き
や
な
ら
な
い
ん
だ

か
ら

（
刑
）

軍
に
夫
と
い
ふ
名
前
が
付
い
て
ゐ
る
か
ら
と
云

ふ
丈
の
意
味
で
、
其
人
を
尊
敬
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
強
ひ
ら
れ
て
も
：
．

（
棚
）

近
頃
は
時
候
が
悪
い
か
ら
、
能
く
気
を
付
け
な

い
と
不
可
せ
ん
ね
（
棚
）

以
上
の
例
か
ら
、
江
戸
語
・
東
京
語
資
料
に
お
け

る
当
為
表
現
前
項
部
形
式
は
、
否
定
の
助
動
詞
ヌ
系

の
ズ
バ
・
ネ
バ
と
ナ
イ
系
の
ナ
イ
ケ
レ
バ
・
ナ
ケ
レ

バ
・
ナ
イ
デ
ハ
・
ナ
ク
テ
ハ
・
ナ
イ
ト
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
史
的
変
化
と
し
て
は
、
否
定
の
助
動
詞
ヌ

の
衰
退
に
伴
い
、
当
為
表
現
に
お
い
て
も
ネ
バ
が
漸

減
し
、
ナ
イ
系
の
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
に
ま
と
め

冒
閏
自
巴
茜
巨
巴
冨
．

（
Ｖ
・
７
）

今
回
調
査
し
た
洋
学
資
料
は
、
外
国
人
の
た
め
の
江
戸
語
（
東
京
語
）
の

手
引
き
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
会
話
文
と
対
話
の
用
例
が
豊
富
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
江
戸
在
住
の
武
家
・
知
識
人
階
層
が

（
『
ｊ
）

関
わ
っ
て
お
り
、
幕
末
期
の
江
戸
語
・
東
京
語
を
反
映
し
た
資
料
と
い
え
る
。

こ
の
洋
学
資
料
を
調
査
し
た
結
果
、
ネ
バ
が
当
為
表
現
に
見
当
た
ら
な
い
。

従
来
、
武
家
・
知
識
人
階
層
に
は
上
方
語
的
な
要
素
を
多
用
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
滑
稽
本
・
人
情
本
・
明
治
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る

上
流
話
者
の
言
語
形
式
に
は
ネ
バ
が
確
認
さ
れ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
食

い
違
い
が
お
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
ネ
バ
が
当
為
表
現
形
式
と
し
て
衰
退
す
る
様
相
の
あ
ら
わ
れ
と
考

（
８
）

え
た
い
。
と
い
う
の
は
、
洋
学
資
料
は
実
際
の
会
話
文
を
再
現
す
る
資
料
で

あ
り
、
文
学
作
品
に
比
べ
口
語
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
明
治
全
期
の
文
学
作
品
に
ネ
バ
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
る
過
程
が
う
か
が
え
た
。

こ
の
こ
と
は
洋
学
資
料
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
を
得
た
。
洋
学
資
料
に

見
ら
れ
る
前
項
部
形
式
は
ナ
ヶ
レ
バ
・
ナ
イ
デ
ハ
・
ナ
ク
テ
ハ
で
あ
る
（
以

下
、
洋
学
資
料
の
用
例
は
す
べ
て
『
会
話
篇
」
に
よ
る
。
数
字
は
用
例
番
号
）
・

の
。
目
巨
《
○
丙
一
目
巨
房
ご
色
ご
国
岸
の
凰
四
巨
四
門
色
邑
巨
．自

閣
圃
詞
○
田
圃
Ⅶ
。
Ｈ
）

穴
○
二
？
匿
○
ｇ
ｏ
目
ろ
弓
色
三
臣
○
四
『
匡
巨
巳
目
８
昌
四
国
の

扇
屋
辰
画
Ｐ
い
ト
ー
」
陣
己
四
局
色
目
一
．

（
、
．
Ｈ
）

困
巨
房
巨
君
○
員
目
厄
巴
計
画
国
丙
冒
ヨ
○
国
○
弓
○
三
四
門
９
国
国
の
ご
冒
騨
穴
巨
月
三
四

内
○
二
○
‐
匿
○
Ｑ
Ｏ
目
ろ
弓
色

厨
匡
辰
画
恒
い
ト
ー
」
陣
己
四
局
色
目
一
．

尻
巨
房
巨
君
○
員
目
ｍ
巴
計
画
己

四
一

一

ズバ ネバ ナイケレバ ナケレバ ナイデハ ナクテハ
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ら
れ
よ
う
。
小
説
の
文
章
は
、
明
治
二
○
年
頃
に
お
こ
っ
た
言
文
一
致
運
動

を
機
に
、
話
し
こ
と
ば
に
即
し
た
文
章
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
の

文
と
会
話
文
の
接
近
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
今

回
調
査
し
た
明
治
期
文
学
作
品
は
、
話
し
こ
と
ば
的
性
格
が
強
く
な
る
も
の

の
、
依
然
書
き
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
洋
学
資
料
に
は
認
め
ら
れ
な

（
９
）

か
つ
た
ネ
バ
が
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
口
語
性
の
違
い
に
よ
る
も

の
と
推
測
を
述
べ
る
に
と
ど
め
、
課
題
と
し
た
い
。

こ
の
他
、
表
４
に
は
ナ
イ
ケ
レ
バ
↓
ナ
ケ
レ
バ
、
ナ
イ
デ
ハ
↓
ナ
ク
テ
ハ

ヘ
と
変
化
す
る
過
程
が
示
さ
れ
て
お
り
、
特
に
両
新
形
式
の
初
出
例
は
当
為

表
現
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

一
・
二
言
語
地
図
の
様
相

（
１
）
大
橋
地
図

大
橋
地
図
三
シ
勺
鮎
「
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
に
よ
る
と
、
関
東
地

方
の
当
為
表
現
前
項
部
は
、
「
行
か
ナ
ケ
レ
バ
」
と
「
行
か
ナ
ク
テ
ハ
（
ワ
と

の
二
形
式
が
確
認
で
き
る
。

全
体
を
見
渡
す
と
、
ナ
ケ
レ
バ
類
が
関
東
地
方
の
周
辺
部
に
片
寄
っ
て
分

布
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ナ
ク
テ
ハ
類
は
ナ
ケ
レ
バ
類
に
囲
ま
れ
た
内
側
に

分
布
し
て
お
り
、
ド
ー
ナ
ツ
状
の
分
布
状
態
で
あ
る
の
が
分
か
る
。

こ
の
分
布
状
況
か
ら
、
古
形
式
ナ
ケ
レ
バ
類
が
分
布
し
て
い
た
と
こ
ろ
に

新
形
式
ナ
ク
テ
ハ
類
が
都
心
部
に
お
こ
り
、
古
形
式
ナ
ケ
レ
バ
類
が
周
辺
に

追
い
や
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
が
推
測
さ
れ
、
ナ
ク
テ
ハ
類
の
中
に
散
見
さ
れ

る
ナ
ケ
レ
バ
類
は
部
分
的
残
存
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
方
言
資
料
叢
刊
」
に
よ
る
と
、
ナ
ケ
レ
バ
類
は
「
イ
ガ
ナ
ケ
リ
ャ

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

－
」
（
群
馬
県
藤
岡
市
）
、
「
イ
ガ
ナ
キ
ャ
」
（
茨
城
県
岩
間
町
）
、
「
イ
カ
ナ
キ

ャ
」
（
神
奈
川
県
小
田
原
・
長
野
県
松
本
市
）
が
確
認
さ
れ
た
の
に
対
し
、

ナ
ク
テ
ハ
類
は
「
イ
カ
ナ
ク
チ
ャ
」
（
東
京
都
台
東
区
）
の
み
で
あ
り
、
ナ

ク
テ
ハ
類
が
都
心
に
、
ナ
ケ
レ
バ
類
が
そ
の
周
辺
を
囲
ん
で
い
る
こ
と
が
、

（
川
）

こ
こ
で
も
矛
盾
し
な
い
。

（
２
）
Ｇ
Ａ
Ｊ

次
に
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
珊
図
「
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
分
布
状
況
は
、
行

か
ネ
バ
・
行
か
ナ
ケ
レ
バ
・
行
か
ナ
ク
テ
ハ
（
ワ
）
の
三
形
式
に
大
別
さ
れ

る
。

こ
の
う
ち
ネ
バ
類
は
東
北
・
中
部
・
関
西
・
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方
と

広
汎
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
類
が
関
東
・
東
海
・

東
北
の
一
部
（
福
島
・
宮
城
・
新
潟
）
と
ネ
バ
に
比
べ
狭
い
分
布
で
あ
る

（
和
歌
山
・
岡
山
・
高
知
・
愛
媛
・
熊
本
に
孤
存
が
認
め
ら
れ
る
が
歴
史
は

不
明
）
。

関
東
地
方
で
は
ナ
イ
系
の
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
の
二
形
式
が
確
認
さ

（
皿
）

れ
、
ナ
ケ
レ
バ
類
は
茨
城
（
太
平
洋
側
）
・
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
・
静

岡
・
長
野
北
中
部
、
新
潟
南
西
部
・
福
島
・
宮
城
（
福
島
・
宮
城
は
ナ
ク
テ

ハ
類
が
優
勢
）
・
新
島
・
三
宅
島
に
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
ナ
ク
テ
ハ
類
は
、
岩
手
（
宮
城
県
境
）
・
宮
城
・
福
島
（
太
平
洋

側
・
中
部
）
・
茨
城
（
埼
玉
県
境
）
・
埼
玉
・
栃
木
・
群
馬
・
長
野
北
部
・

新
潟
南
部
・
伊
豆
大
島
に
分
布
が
確
認
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
大
橋
地
図
お
よ
び
『
方
言
資
料
叢
刊
』
で
は
ナ
ヶ
レ
バ

類
が
ナ
ク
テ
ハ
類
を
囲
む
分
布
図
が
示
さ
れ
た
が
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
は
都
心
部
↓

四



９
■

一
卵
一
》
一

ｍ
一

ａ
ｑ

■■■ l幽疽“D■巳ウヤ4年、臼宣4の0宜予88
0ｰ一bー一色10“1ーqD

I輯■.⑭､08.幻－8庫ロー“ID･■

8両1(■.m1

Map96r行かなくて処ならない。」
（当為麦麺去）

I－z8毎(ぬliいいryQや『“、画】

関東地方域方言事象分布地図
DialectDistributionMapofKantoAreaofJapan

■ 聞 文O2
Qu印tim

｢どうしても行かなくてはをらない.」と家の君に鮭

をす6時の■いかたlﾕ，どうな『)逸すか．

皿
顛

″
●

即
恥

Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

Ｅ
Ｕ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ

か
か

行
行
●
●

●
．

造二ｺ〈
(注）

■丑途■●貝..uQO趣、ゆ

蕊灘謬

沙
鰯

識
地図 1 大 橋 地 図

四
四

ﾝ‐／
，．
〃1，

燈？
】

1
1，i 衝'一

.」
一一

1

ソ

~、
巳＆L一

●
ロ



｢行かなければならない」GAJ206図

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

⑩認

地図2

周
辺
部
の
様
相
は
ナ
ケ
レ
バ
／
ナ
ク
テ
ハ
／
ナ
ヶ
レ
バ
で
あ
る
。
こ
の

点
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
二
案
推
測
で
き
る
。
一
つ
は
、
都
心
部
の
ナ
ヶ
レ
バ
が
ナ
ク

テ
ハ
に
駆
逐
さ
れ
ず
に
残
存
し
た
と
す
る
ナ
ヶ
レ
バ
残
存
説
。
も
う
一

つ
は
、
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
（
東
京
寄
り
）
に
ナ
ク
テ
ハ
類
が
定
着

し
た
後
、
再
び
ナ
ケ
レ
バ
が
勢
力
を
得
た
と
す
る
ナ
ヶ
レ
バ
蘇
生
説
で

あ
る
。
前
説
の
補
強
資
料
と
し
て
、
明
治
三
九
年
に
国
語
調
査
委
員
会

に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
一
口
語
法
調
査
報
告
書
』
第
三
一
条
「
動
詞
ヲ

打
消
二
形
作
ル
ニ
ハ
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
関
東
地
方
に
広
く

ナ
ケ
レ
バ
の
使
用
が
確
認
さ
れ
、
ナ
ヶ
レ
バ
が
残
存
し
て
い
た
と
考
え

（
旧
）

ら
れ
る
。
対
す
る
ナ
ケ
レ
バ
蘇
生
説
は
、
大
橋
地
図
の
神
奈
川
県
の
様

相
が
あ
て
は
ま
る
。
都
心
に
も
っ
と
も
近
い
東
部
の
横
浜
市
に
ナ
ヶ
レ

バ
類
が
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
部
の
足
軽
郡
や
山
間
部
に
ナ
ク

テ
ハ
類
が
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
横
浜
市
に
古
い
ナ
ヶ
レ
バ
が
残

存
し
、
西
部
や
山
間
部
に
新
形
ナ
ク
テ
ハ
が
使
用
さ
れ
た
と
は
考
え
に

く
く
、
共
通
語
と
し
て
の
ナ
ケ
レ
バ
が
分
布
し
た
と
考
え
る
の
が
適
当

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
こ
の
二
図
だ
け
で
は
結
論
が
出
な
い
た

め
、
後
考
を
期
し
た
い
。

二
後
項
部
の
様
相
（
ナ
ラ
ナ
イ
・
イ
ケ
ナ
イ
を
中
心
と
し
た
）

二
・
一
江
戸
語
・
東
京
語
資
料
の
調
査
結
果

江
戸
語
・
東
京
語
資
料
の
調
査
結
果
を
表
６
、
洋
学
資
料
の
結
果
を

表
７
に
示
す
。

四
五



調
査
の
結
果
、
江
戸
語
資
料
で
は
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
占
め
、
イ
カ
ナ

イ
が
酒
落
本
・
滑
稽
本
に
各
一
例
、
イ
ヶ
ナ
イ
は
人
情
本
に
二
例
認
め
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。

ど
う
も
か
へ
ら
に
や
な
ら
ぬ
「
傾
城
買
四
十
八
手
」
（
必

早
く
帰
っ
て
お
節
の
支
度
を
せ
に
や
ア
な
ら
ね
へ『

浮
世
風
呂
』
（
燗
）

他
で
も
ね
へ
か
ら
往
て
や
ら
ね
へ
け
り
や
ァ
な
ら
ね
へ『

春
告
」
（
棚
）

よ
つ
ぽ
と
骨
を
お
ら
ね
エ
じ
や
ア
い
か
れ
へ
『
五
大
力
」
（
Ⅷ
）

お
れ
が
端
棒
で
付
て
見
せ
ね
へ
ぢ
や
ァ
い
か
れ
へ
は
さ
「
床
」
（
秒

肝
心
の
梅
里
さ
ん
の
気
が
そ
れ
た
日
に
や
ア
、
い
よ
く
私
の
恥
だ
か
ら
、

是
非
直
に
し
な
く
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら

「
春
告
烏
」
（
唖

ナ
ル
系
優
勢
の
様
相
は
東
京
語
資
料
・
洋
学
資
料
も
同
傾
向
で
あ
る
。

蛇
に
会
シ
た
蛙
ど
う
や
う
で
す
ぐ
ン
で
ば
か
り
お
ら
に
や
ア
な
ら
ん
そ

の
た
び
ノ
ー
「
安
愚
楽
鍋
」
（
哩

そ
こ
で
君
は
僕
と
一
所
に
熊
本
へ
歸
ら
な
く
ち
あ
、
な
ら
な
い
と
云
ふ

讓
さ

「
二
百
十
日
」
（
棚
）

此
暮
を
越
さ
な
く
つ
ち
や
な
ら
な
い
ん
だ
『
道
草
」
（
哩

些
と
気
を
付
け
な
い
じ
や
ァ
宜
な
い
ョ
：
．
「
春
雨
文
庫
」
（
迦

相
違
な
い
か
ら
用
心
し
な
く
て
は
い
か
ん
と
云
ふ
の
さ

「
琴
の
そ
ら
音
」
（
塊
）

確
か
り
し
て
呉
れ
な
く
ち
や
不
可
い
よ

『
道
草
」
（
轡

弓
○
丙
○
『
○
Ｑ
ｐ
の
ご
再
○
写
ご
○
ゴ
の
『
四
ｍ
四
三
四
穴
巨
含
の
三
色
自
画
『
騨
邑
巴
穴
色
『
夢

丙
冒
ｏ
Ｑ
ｏ
穴
巨
Ｑ
色
魑
）
訂
ョ
里
己
冒
○
］
８
ョ
煙
弓
○
『
閏
四
目
烏
匡
ざ
富

国
四
『
四
己
一
・

（
剛
・
過
）

三
四
降
目
葛
四
日
ｇ
ｏ
号
魑
恩
属
目
自
彊
》
昏
呂
邑
己
８
号
○

一
ご
○
○
【
二
○
三
一
目
二
○
○
ゴ
ー
冒
弓
四
め
こ
穴
四
胃
騨
）
切
巨
ウ
の
奇
の
月
三
一
三
四
○
【
百
四
邑
騨
ウ
ー

ョ
開
回
国
冒
巴
茜
に
隅
隅
旧
悌
Ｐ
（
肌
・
７
）

右
の
よ
う
な
例
か
ら
、
言
語
資
料
に
見
ら
れ
る
当
為
表
現
後
項
部
形
式
は
、

ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
優
勢
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
明
治
中
期
か
ら
イ
カ
ヌ
・

イ
ヶ
ナ
イ
の
増
加
傾
向
が
う
か
が
え
る
が
、
依
然
、
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
優

勢
の
状
態
で
あ
る
。

二
・
二
言
語
地
図
の
様
相

（
１
）
大
橋
地
図

大
橋
地
図
に
よ
る
と
関
東
地
方
の
後
項
部
は
、
ナ
ラ
ナ
イ
・
オ
エ
ナ
イ
・

イ
ケ
ナ
イ
の
三
形
式
に
大
別
で
き
る
。

千
葉
県
上
総
以
南
に
オ
エ
ナ
イ
が
分
布
し
、
こ
の
他
、
茨
城
・
栃
木
県
境
、

茨
城
・
埼
玉
県
境
、
埼
玉
東
部
と
埼
玉
中
西
部
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ

ヶ
ナ
イ
は
神
奈
川
沿
岸
部
に
集
中
し
、
そ
の
他
、
茨
城
・
長
野
・
神
奈
に
孤

存
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
ナ
ラ
ナ
イ
類
に
広
く
覆
わ
れ
た
分
布
と
な
っ
て

い
ブ
。
。

こ
こ
で
大
き
な
特
徴
が
見
出
せ
る
。
千
葉
県
上
総
以
南
の
オ
エ
ナ
イ
と
神

奈
川
沿
岸
部
の
イ
ヶ
ナ
イ
は
単
独
使
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
他
の
オ
エ

ナ
イ
、
イ
ケ
ナ
イ
形
式
は
、
ナ
ラ
ナ
イ
と
併
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
。

前
節
の
史
的
変
化
で
は
イ
ケ
ナ
イ
は
新
形
式
で
あ
り
、
さ
ら
に
オ
エ
ナ
イ

四
六



＜表6：禁止表現形式に占める当為表現の割合＞

関
東
地
方
に
お
け
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当
為
表
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＜表7：洋学資料禁止表現に占める当為表現の割合＞
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GAJ207図「行かなければなら憩い」

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

ec

地図4

に
関
し
て
は
見
た
文
献
の
か
ぎ
り
で
は
用
例
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
ヶ
ナ

イ
に
関
し
て
は
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
様
相
を
含
め
、
次
項
で
検
討
す
る
。

な
お
、
「
方
言
資
料
叢
刊
」
の
調
査
結
果
は

ナ
ラ
ナ
イ
．
：
群
馬
県
藤
岡
市
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
、
茨
城
県
岩
間
町
、

東
京
都
台
東
区
、
長
野
県
伊
那
郡
、
静
岡
県
榛
原
郡
・

浜
名
郡

イ
ケ
ナ
イ
・
・
・
神
奈
川
県
小
田
原
市
、
長
野
県
松
本
市

一
画
）

と
な
り
、
大
橋
地
図
と
同
様
、
神
奈
川
県
に
イ
ヶ
ナ
イ
が
認
め
ら
れ
る
。

（
２
）
Ｇ
Ａ
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｊ
”
図
「
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
は
ナ
ラ
ナ
イ
・
イ
ケ
ナ

（
Ｍ
）
｛
喝
）

イ
・
ア
カ
ン
・
オ
エ
ナ
イ
・
ス
マ
ナ
イ
。
ダ
メ
が
認
め
ら
れ
る
。
ナ
ラ
ナ
イ

が
全
国
に
広
く
分
布
し
、
そ
の
他
の
形
式
が
散
在
し
て
い
る
様
子
が
見
て
と

れ
る
。こ

の
う
ち
関
東
地
方
に
は
ナ
ラ
ナ
イ
・
イ
ヶ
ナ
イ
・
オ
エ
ナ
イ
の
三
形
式

が
認
め
ら
れ
る
。
オ
エ
ナ
イ
は
、
大
橋
地
図
と
同
じ
く
、
千
葉
県
上
総
以
南

に
分
布
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
イ
ヶ
ナ
イ
類
は
、
神
奈
川
・
東
京
・
千
葉

（
上
総
以
南
）
・
茨
城
（
孤
存
）
・
長
野
北
中
部
に
分
布
し
て
い
る
。
ナ
ラ

ナ
イ
は
先
述
し
た
と
お
り
、
全
都
県
で
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
大
橋
地
図
で
問
題
と
な
っ
た
オ
エ
ナ
イ
と
イ
ヶ
ナ
イ
に

関
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
に
興
味
深
い
分
布
が
見
え
る
。
千
葉
県
上
総
以
南
の
オ
エ

ナ
イ
地
域
に
併
用
形
式
と
し
て
イ
ヶ
ナ
イ
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
全
国

の
広
汎
な
地
域
に
ナ
ラ
ナ
イ
が
分
布
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
イ
ヶ

ナ
イ
が
併
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
神
奈
川
の
イ
ケ
ナ
イ
は
大
橋

四
九



地
図
と
ほ
ぼ
同
じ
地
域
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
二
地
域
は
ど
う
関
わ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
ら
イ
ケ
ナ
イ
形
式
が
伝
播
し
た
の
か
、
も
し
く
は
発
想

が
似
た
形
で
独
自
に
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

再
度
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
イ
ケ
ナ
イ
の
分
布
を
確
認
す
る
と
、
イ
ク
系
（
イ
カ
ン
・

ア
カ
ン
を
含
む
）
は
関
西
・
中
国
・
四
国
・
九
州
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
分
布
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
先
に
西
日
本
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
関
東
の
イ
ケ
ナ
イ
が
西
日
本
か
ら
伝
播
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

似
た
発
想
の
も
と
独
自
に
形
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
を
歴

史
的
な
面
か
ら
考
え
た
い
。

先
述
の
と
お
り
、
江
戸
語
話
者
の
使
用
は
享
和
二
年
に
初
出
例
が
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
話
者
の
位
相
な
ど
、
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
（
ナ

ラ
ナ
イ
形
も
併
用
す
る
）
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
（
一
九
六
七
）
は
「
浮
世
風

き
い
な
が

呂
」
の
「
シ
タ
ガ
何
事
も
気
長
う
せ
に
や
ゆ
か
い
は
い
。
コ
レ
見
や
ん
せ
」

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
の
上
方
語
話
者
の
例
を
あ
げ
、
「
こ
れ
は
上
方
者
の

こ
と
ば
で
あ
り
、
江
戸
語
に
は
、
ま
ず
、
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
」
と
述

（
垢
）

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
田
中
（
一
九
六
九
）
で
は
「
明
治
以
降
の
東
京
語
の
当

為
表
現
を
、
近
世
江
戸
語
の
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、
も
っ
と
も
目
立
つ
違

い
は
、
江
戸
語
に
は
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
「
ナ
ヶ
レ
バ
イ
カ
ン
」
「
ナ

ケ
レ
バ
イ
ケ
ナ
イ
」
「
ナ
ク
テ
ハ
イ
ヶ
ナ
イ
」
な
ど
、
後
部
分
「
イ
ク
系
」

（
〃
）

の
表
現
が
現
わ
れ
て
く
る
点
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
の
調

査
で
は
、
酒
落
本
一
五
大
力
」
滑
稽
本
『
浮
世
床
』
人
情
本
『
春
告
烏
」
に

江
戸
語
話
者
の
イ
ク
系
使
用
を
確
認
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
既
に
ィ

（
脂
）

ク
系
が
江
戸
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
使
用
は
ま
だ

一
般
的
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
先
の
「
上
方
者
の
こ
と
ば
」
と
い
う
指
摘
は
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
状

況
を
あ
わ
せ
見
る
と
、
西
日
本
か
ら
伝
播
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

（
鱒
）

近
世
後
期
の
上
方
酒
落
本
を
調
査
し
た
結
果
、
イ
カ
ン
・
ア
カ
ン
類
の
用
例

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
今
回
得
ら
れ
た
用
例
か
ら
推
測
す
る
と
、
江

戸
期
の
用
例
は
イ
カ
ナ
イ
・
イ
ケ
ナ
イ
と
ナ
イ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
西
か
ら
伝
播
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
類
似
の
発
想
の
も
と
、

独
自
に
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
近
世
後
期
の
上
方
話
者
に
よ
る

イ
ク
系
の
用
例
が
上
方
酒
落
本
に
確
認
で
き
ず
、
位
相
等
を
含
め
た
関
西
地

方
の
イ
ク
系
の
出
自
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
調
査
を
進
め
た

い
。

そ
し
て
先
述
の
千
葉
・
神
奈
川
に
お
け
る
イ
ヶ
ナ
ィ
に
関
し
て
は
次
の
二

案
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
ナ
ラ
ナ
イ
が
分
布
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
イ
ケ

ナ
イ
が
侵
入
し
、
分
布
を
の
ば
し
て
い
る
過
程
で
あ
る
た
め
、
ナ
ラ
ナ
イ
で

は
な
く
新
形
式
イ
ヶ
ナ
イ
を
採
用
し
た
と
す
る
考
え
で
、
も
う
一
点
は
、
東

京
湾
・
相
模
湾
と
太
平
洋
沿
岸
部
（
伊
豆
諸
島
・
神
奈
川
・
東
京
・
千
葉
）

に
イ
ケ
ナ
イ
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
か
ら
伝
播
し
た
と
す
る
予
測

で
あ
る
。
が
、
こ
の
地
図
だ
け
で
は
断
定
で
き
な
い
。

以
上
、
第
一
節
に
前
項
部
、
第
二
節
に
後
項
部
の
史
的
変
化
と
方
言
地
図

の
分
布
を
概
観
し
て
き
た
。
本
節
で
は
両
者
を
対
照
さ
せ
、
関
東
地
方
に
お

三
史
的
変
化
と
分
布
の
対
照

五
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け
る
当
為
表
現
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
言
語
資
料
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

○
前
項
部
は
否
定
の
助
動
詞
ヌ
の
衰
退
に
伴
い
ネ
バ
が
漸
減
し
、
ナ
イ

系
形
式
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
は
資
料
の
口

語
性
の
違
い
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

○
後
項
部
は
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
江
戸
・
明
治
期
に
わ
た
り
使
用
さ

れ
る
。
イ
ヶ
ナ
イ
の
初
出
は
享
和
二
年
の
資
料
に
確
認
さ
れ
た
が
、

江
戸
語
期
に
は
酒
落
本
・
滑
稽
本
に
各
一
例
、
人
情
本
に
二
例
と
た

い
へ
ん
少
な
く
（
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
は
酒
落
本
に
一
七
例
、
滑
稽

（
釦
）

本
に
二
二
例
、
人
情
本
で
は
三
二
例
）
、
明
治
二
○
年
以
降
、
増
加

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ナ
ラ
ナ
イ
の
比
で
は
な
い
。

次
に
、
方
言
地
図
の
分
布
を
ま
と
め
る
。

○
前
項
部
は
ナ
ケ
レ
バ
類
が
都
心
部
と
周
辺
部
に
、
ナ
ク
テ
ハ
類
が
そ

の
間
の
地
域
を
占
め
る
、
ド
ー
ナ
ツ
状
態
の
分
布
で
あ
り
、
都
心
の

ナ
ケ
レ
バ
は
残
存
形
と
蘇
生
形
の
二
説
が
考
え
ら
れ
る
。

○
後
項
部
は
ナ
ラ
ナ
イ
が
関
東
地
方
全
体
に
広
く
分
布
し
て
い
る
中
、

オ
エ
ナ
イ
が
千
葉
県
上
総
地
方
に
、
イ
ケ
ナ
イ
は
神
奈
川
沿
岸
部
に

確
認
さ
れ
る
。
イ
ケ
ナ
イ
は
西
日
本
に
類
似
の
イ
カ
ン
が
認
め
ら
れ
、

関
東
に
伝
播
さ
れ
た
も
の
か
、
独
自
に
成
立
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

オ
エ
ナ
イ
に
関
し
て
は
関
東
方
言
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
オ
エ
ナ

イ
地
域
の
併
用
形
式
は
イ
ケ
ナ
イ
で
あ
る
。

右
記
の
通
時
態
と
共
時
態
を
対
照
さ
せ
た
結
果
、
次
の
二
点
が
指
摘
で
き

ブ
（
》
○

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

①
前
項
部
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
ナ
ヶ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
が
当
為
表

現
の
二
大
形
式
と
な
る
歴
史
が
示
さ
れ
た
の
に
対
し
、
分
布
に
お
い
て

は
言
語
資
料
と
同
様
、
ナ
ヶ
レ
バ
／
ナ
ク
テ
ハ
の
併
用
説
と
ナ
ヶ
レ
バ

（
関
東
方
言
）
の
衰
退
↓
ナ
ク
テ
ハ
に
交
替
↓
ナ
ヶ
レ
バ
（
共
通
語
）

の
蘇
生
と
い
う
、
重
層
的
な
変
化
が
予
測
さ
れ
る
。

②
後
項
部
で
は
江
戸
・
明
治
期
に
わ
た
り
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
ィ
が
中
心
的

な
形
式
で
あ
り
、
イ
ケ
ナ
イ
の
増
加
は
こ
れ
に
及
ば
な
い
。
こ
の
点
は

方
言
地
図
の
様
相
も
通
い
合
い
、
関
東
全
土
に
ナ
ラ
ナ
イ
が
分
布
す
る
。

ま
た
、
今
回
調
査
し
た
言
語
資
料
に
オ
エ
ナ
イ
の
例
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
言
語
資
料
に
記
述
さ
れ
る
江
戸
語
（
東
京
語
）
の
性
格

が
問
題
と
な
る
。
言
語
資
料
に
オ
エ
ナ
イ
が
見
ら
れ
な
い
理
由
は
、
当
時
の

共
通
語
（
江
戸
・
東
京
の
中
心
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
ば
）
で
描
か
れ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
話
者
が
上
方
者
や
田
舎
人
で
あ
っ
て
も
そ
れ

を
そ
の
地
の
方
言
を
反
映
し
て
い
る
と
鵜
呑
み
に
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
点
を
埋
め
る
の
に
方
言
地
図
を
使
用
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
有
効

で
あ
る
。
各
地
域
の
言
語
状
況
か
ら
中
央
語
の
歴
史
を
再
確
認
・
補
足
・
修

正
し
、
諸
方
言
を
含
め
た
日
本
語
の
歴
史
が
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。
そ
れ
と

同
時
に
言
語
資
料
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
ば
の
性
格
・
特
色
も
明
ら
か
に
な
る

と
考
え
る
。

注
（
１
）
田
中
（
一
九
六
七
・
一
九
六
九
）
は
江
戸
語
か
ら
東
京
語
に
か
け
て
の

当
為
表
現
形
式
を
整
理
し
、
前
項
部
の
変
遷
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。

五
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そ
れ
を
う
け
、
渋
谷
（
一
九
八
八
）
は
後
項
部
を
取
り
上
げ
、
特
に
「
イ

ヶ
ナ
イ
」
の
成
立
・
変
遷
を
他
表
現
（
禁
止
表
現
・
危
倶
表
現
等
）
も
含

め
て
論
じ
て
い
る
。
諸
星
（
一
九
八
五
）
は
『
帝
国
議
会
議
事
速
記
録
」

を
調
査
し
、
田
中
氏
の
調
査
結
果
と
比
較
し
て
い
る
。

（
２
）
大
橋
勝
男
氏
調
査
の
「
関
東
地
方
域
方
言
事
象
文
法
図
」
は
、
昭
和
四

一
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
、
明
治
三
○
年
代
に
生
ま
れ
た
六
○
歳
代
の

生
え
抜
き
の
女
性
を
対
象
に
、
伊
豆
諸
島
を
含
む
関
東
地
方
の
方
言
を
二

七
六
地
点
に
わ
た
っ
て
実
地
調
査
し
た
分
布
図
で
あ
る
。
な
お
前
項
部
形

式
の
分
布
図
は
本
稿
掲
載
図
以
外
に
二
図
（
ご
呂
駆
・
巨
呂
、
）
あ
る
が
、

本
稿
は
ナ
ケ
レ
バ
類
と
ナ
ク
テ
ハ
類
の
分
布
に
注
目
し
た
こ
と
、
二
図
が

条
件
表
現
の
接
続
法
に
重
視
し
た
作
図
で
あ
っ
た
た
め
、
扱
わ
な
か
っ
た
。

詳
し
く
は
原
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
Ｇ
Ａ
Ｊ
に
は
本
稿
で
扱
っ
た
以
外
に
畑
図
に
総
合
図
が
あ
る
。
併
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
「
方
言
資
料
叢
刊
」
の
調
査
は
一
九
九
四
年
に
行
わ
れ
、
対
象
者
は
そ

の
土
地
生
え
抜
き
の
六
○
歳
代
の
女
性
で
あ
る
。

（
５
）
明
治
期
を
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分
類
し
た
理
由
は
、
当
時
起
こ
っ
た

言
文
一
致
運
動
を
背
景
と
し
た
状
況
に
あ
る
。

（
６
）
明
治
期
に
入
る
と
ナ
イ
ケ
レ
バ
は
漸
減
す
る
（
前
期
に
四
例
、
中
期
に

一
例
）
。
そ
の
用
法
も
次
例
の
と
お
り
仮
定
条
件
で
あ
り
、
当
為
表
現
に

は
見
ら
れ
な
い
。

此
方
が
勝
手
を
知
ら
れ
へ
か
ら
こ
ん
な
頓
間
な
こ
と
ハ
し
た
が
そ
れ

１
１
１
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
つ
と
め

が
い
や
で
出
や
ア
が
ら
ね
へ
け
り
や
ア
場
代
ハ
出
さ
れ
へ
か
ら
五
分

と
ん
だ
ア
「
西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
（
羽
頁
）

ハ
テ
人
ハ
大
き
な
こ
と
を
の
ぞ
ま
れ
へ
け
り
や
ア
開
花
の
人
物
じ
ゃ

ね
ヘ
ョ

「
安
愚
楽
鍋
」
（
脇
頁
）

（
７
）
松
村
二
九
七
○
）
参
照
。

（
８
）
洋
学
資
料
で
も
他
の
条
件
表
現
に
は
ネ
バ
が
二
例
認
め
ら
れ
る
。

（
９
）
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
事
情
以
外
に
、
文
体
の
性
質
、
作
者
の
意
識
が
大

き
く
関
わ
る
。

（
皿
）
大
橋
調
査
と
比
べ
る
と
接
続
助
詞
（
を
落
と
す
傾
向
が
得
ら
れ
た
が
、

ナ
ケ
レ
バ
／
ナ
ク
テ
ハ
の
分
布
様
相
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
ｕ
）
関
東
地
方
に
も
ネ
バ
が
千
葉
県
南
部
に
二
地
点
認
め
ら
れ
る
が
、
ナ
イ

系
優
勢
の
分
布
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
翅
）
た
だ
し
「
口
語
法
調
査
報
告
書
」
は
当
為
表
現
に
つ
い
て
言
及
し
た
も

の
で
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
。
ナ
ケ
レ
バ
の
他
に
は
ズ
バ
・
ネ
バ
・
ナ

ク
バ
が
認
め
ら
れ
る
。

（
過
）
「
方
言
資
料
叢
刊
」
は
千
葉
県
を
調
査
地
域
に
含
ん
で
い
な
い
た
め
、

オ
エ
ナ
イ
類
の
記
載
が
見
当
た
ら
な
い
。

（
ｕ
）
ス
マ
ナ
イ
は
鹿
児
島
県
に
散
見
さ
れ
る
。
な
お
言
語
資
料
で
も
用
例
を

確
認
で
き
る
（
「
傾
城
買
二
筋
道
」
「
潮
来
婦
誌
」
「
雪
中
梅
」
「
変
目
伝
」

「
た
け
く
ら
べ
』
「
蒲
団
」
「
野
分
」
に
各
一
例
（
会
話
部
分
）
）
。
用
例
も

僅
か
で
あ
り
、
鹿
児
島
方
言
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
は
明
言
で
き
な

い
が
、
明
治
期
に
使
用
が
増
え
る
こ
と
、
～
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
と
は
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ナ
イ
は
条
件
表
現
の
帰
結
句
と
し

て
成
句
的
表
現
（
こ
の
他
、
困
る
．
良
い
．
悪
い
等
）
と
な
り
、
そ
れ
が

五
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地
図
上
に
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
鹿
児
島
県
の
み
の
分
布
で
あ

る
た
め
、
方
言
形
式
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。
用
例
を
次
に

あ
げ
る
。そ

ん
な
ら
た
べ
て
く
れ
ね
へ
け
り
や
ア
気
が
す
ま
れ
へ
「
傾
城
買
二

筋
道
」
で
す
が
ね
、
聞
た
ず
け
の
傳
言
は
云
は
な
く
っ
ち
ゃ
ア
、
私

が
お
濱
さ
ん
に
済
ま
な
い
か
ら
、
ま
ア
嘘
に
し
て
、
・
・
・

『
変
目
伝
」
（
認
）

そ
れ
か
ら
先
生
に
是
非
お
目
に
か
か
っ
て
お
礼
を
申
上
げ
な
け
れ
ば

済
ま
な
い
と
申
し
て
居
り
ま
し
た
け
れ
ど
．
：

「
蒲
団
」
（
弱
）

（
巧
）
地
図
で
は
長
野
、
茨
城
・
栃
木
の
県
境
、
秋
田
・
山
形
県
境
、
山
形
・

宮
城
県
境
に
孤
例
、
新
潟
に
二
例
認
め
ら
れ
る
。
言
語
資
料
で
も
そ
の
使

用
が
確
認
で
き
る
。
ダ
メ
は
ス
マ
ナ
イ
と
異
な
り
禁
止
表
現
で
あ
る
た
め
、

方
言
形
式
で
は
な
く
、
当
為
表
現
の
新
形
式
と
考
え
る
。

（
焔
）
田
中
（
一
九
六
七
）
一
二
～
一
三
一
頁
。
ま
た
田
中
（
一
九
六
九
）

に
も
同
内
容
の
記
載
が
あ
る
。

（
Ⅳ
）
田
中
（
一
九
六
九
）
六
六
一
頁
参
照
。

（
肥
）
渋
谷
（
一
九
八
八
）
の
「
イ
ケ
ナ
イ
」
の
初
出
例
は
「
浮
世
床
」
で
あ

る
。

（
岨
）
以
下
の
宝
暦
～
弘
化
期
の
上
方
酒
落
本
（
酒
落
本
大
成
使
用
）
を
調
査

し
た
。
『
穿
当
珍
話
」
「
聖
遊
郭
」
『
浪
花
色
八
卦
」
『
秘
事
真
告
」
「
陽
台

遺
編
」
「
遊
客
年
々
考
」
「
肉
道
秘
鍵
」
「
月
下
余
情
」
「
正
夢
後
悔
玉
」

「
感
鮖
裏
」
「
開
学
小
筌
」
「
原
柳
巷
花
語
」
「
風
流
粋
談
議
」
「
無
論
理
問

答
」
「
風
流
裸
人
形
」
「
今
今
八
卦
」
「
粋
宇
瑠
璃
」
「
粋
の
源
」
「
北
華
通

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

調
査
資
料

資
料
と
し
て
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
作
品
成
立
順
）
。

「
雑
兵
物
語
」
（
天
和
三
年
）
深
井
一
郎
「
雑
兵
物
語
研
究
と
総
索
引
」
武
蔵
野
書
院

「
甲
駅
新
話
」
（
安
永
四
年
）
日
本
古
典
文
学
全
集
「
古
契
三
娼
」
（
天
明
七
年
）
日

本
古
典
文
学
全
集
「
通
言
総
簸
」
（
天
明
七
年
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
傾
城
買
四

十
八
手
」
（
寛
政
二
年
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
傾
城
買
二
筋
道
」
（
寛
政
一
○
年
）

日
本
古
典
文
学
大
系
「
品
川
楊
枝
」
（
寛
政
一
○
年
）
酒
落
本
大
成
「
狂
言
雑
話
五

大
力
」
（
享
和
二
年
）
酒
落
本
大
成
「
滑
稽
吉
原
談
語
」
（
享
和
二
年
）
酒
落
本
大
成

「
浮
世
風
呂
」
（
文
化
六
～
七
年
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
浮
世
床
」
（
文
化
二

年
）
日
本
古
典
文
学
全
集
「
潮
来
婦
誌
」
（
文
化
一
三
年
）
酒
落
本
大
成
「
春
色
梅

児
誉
美
』
（
天
保
三
～
五
年
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
春
色
辰
巳
園
」
（
天
保
五
～
七

年
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
春
告
烏
』
（
天
保
七
年
）
日
本
古
典
文
学
全
集

「
○
○
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｃ
ご
胃
ン
Ｆ
］
ン
勺
シ
三
回
の
巴
（
”
）
の
国
ン
ｚ
の
函
ン
目
”
も
罰
画
の
国
邑
弓
固
詞
胃
ン
ｚ

ｌ

冨
勗
曽
○
ｚ
勺
勾
向
朋
『
日
用
日
本
語
対
話
集
」
ｅ
房
伊
○
の
ご
画
の
国
］
ン
も
ン
乏
向
の
巴

（
躯
）
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
「
会
話
篇
』
（
師
）

１

１

（
【
ご
一
弓
員
ミ
ン
西
国
ｚ
弓
乏
向
ｚ
弓
冒
‐
甸
目
く
両
国
尉
固
詞
○
目
の
画
冒
庁
宣
⑦
尽
画
ロ
○

情
」
「
粋
庖
丁
」
「
来
芝
一
代
記
」
「
十
界
和
尚
話
」
「
身
体
山
吹
色
」
「
南

遊
記
」
「
嘘
之
川
」
「
当
世
廓
中
掃
除
」
「
粋
の
曙
」
「
色
深
狹
睡
夢
」
「
北

川
蜆
殼
」
「
老
楼
志
」
「
興
斗
月
」
「
風
俗
三
石
士
」
。
上
記
作
品
の
当
為
表

現
後
項
部
形
式
は
「
ナ
ラ
ヌ
（
ナ
ラ
ン
ご
「
オ
カ
ヌ
」
「
キ
カ
ヌ
」
で
あ

り
、
「
イ
カ
ヌ
（
イ
カ
ン
）
」
の
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
別
）
会
話
文
で
の
用
例
数
を
さ
す
。

五



大
橋
勝
男
（
一
九
九
○
）
「
関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言
地
理
学
的
研
究
』

第
二
巻
表
現
法
事
象
分
布
論
篇
桜
楓
社

奥
村
三
雄
（
一
九
九
○
）
「
方
言
国
語
史
研
究
」
東
京
堂
出
版

小
島
俊
夫
（
一
九
七
二
）
「
会
話
篇
自
．
蟹
さ
ぎ
）
に
あ
ら
わ
れ
た
江
戸
こ
と
ば
」

○
○
Ｆ
Ｆ
○
Ｃ
ご
目
シ
Ｆ
甸
○
詞
弓
西
国
ど
の
国
○
句
の
弓
ロ
ロ
同
Ｚ
員
君
胃
弓
国
ｚ
○
自
国
巴

言
○
房
ｇ
８
ｇ
月
旦
冒
且
○
コ
園
国
朋
冨
「
西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
（
明
治
二
年
）
明

治
文
学
全
集
「
安
愚
楽
鍋
』
（
明
治
四
年
）
明
治
文
学
全
集
「
胡
瓜
遣
」
（
明
治
五
年
）

明
治
文
学
全
集
『
春
雨
文
庫
」
（
明
治
九
年
）
明
治
文
学
全
集
「
雪
中
梅
」
（
明
治
一

九
年
）
明
治
文
学
全
集
「
浮
雲
」
（
明
治
二
○
年
）
日
本
近
代
文
学
大
系
「
舞
姫
」

（
明
治
二
三
年
）
教
育
社
「
作
家
用
語
索
引
」
「
文
づ
か
ひ
」
（
明
治
二
四
年
）
教
育

社
「
作
家
用
語
索
引
」
『
変
目
伝
」
（
明
治
二
八
年
）
明
治
文
学
全
集
「
た
け
く
ら
べ
」

（
明
治
二
八
年
）
霞
岡
昭
夫
「
た
け
く
ら
べ
総
索
引
」
笠
間
書
院
「
金
色
夜
叉
」

（
明
治
三
○
年
）
明
治
文
学
全
集
「
半
日
」
（
明
治
三
四
年
）
教
育
社
「
作
家
用
語
索

引
」
『
重
右
衛
門
の
最
後
」
（
明
治
三
五
年
）
明
治
文
学
全
集
「
琴
の
そ
ら
音
」
（
明

治
三
八
年
）
漱
石
全
集
「
坊
ち
ゃ
ん
」
（
明
治
三
九
年
）
漱
石
全
集
「
二
百
十
日
」

（
明
治
三
九
年
）
漱
石
全
集
「
蒲
団
」
（
明
治
四
○
年
）
明
治
文
学
全
集
「
野
分
」

（
明
治
四
○
年
）
漱
石
全
集
「
或
る
朝
」
（
明
治
四
一
年
）
明
治
文
学
全
集
『
清
兵
衛

と
瓢
箪
」
（
大
正
二
年
）
明
治
文
学
全
集
「
道
草
」
（
大
正
四
年
）
漱
石
全
集
「
城
の

崎
に
て
」
（
大
正
九
年
）
明
治
文
学
全
集

大
橋
勝
男
（
一

篇
桜
楓
社

参
考
文
献

九
七
六
）
「
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図
」
第
二
巻
表
現
法

「
国
語
国
文
」
“
１
５

迫
野
慶
徳
（
一
九
九
八
）
「
文
献
方
言
史
研
究
」
清
文
堂

渋
谷
勝
己
（
一
九
八
八
）
「
江
戸
語
・
東
京
語
の
当
為
表
成
ｌ
後
部
要
素
イ
ケ
ナ

ィ
の
成
立
を
中
心
に
ｌ
」
「
大
阪
大
学
日
本
学
報
」
７

田
中
章
夫
（
一
九
六
七
）
「
江
戸
語
・
東
京
語
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
遷
」
「
国
語

と
国
文
学
」
岨
ｌ
４

田
中
章
夫
（
一
九
六
九
）
「
近
代
東
京
語
の
当
為
表
現
」
「
佐
伯
梅
友
古
稀
記
念
国

語
学
論
集
」
表
現
社

寺
川
み
ち
子
（
一
九
八
四
）
「
尾
張
方
言
の
当
為
表
現
ｌ
ン
ナ
ラ
ン
と
ナ
カ
ン

ー
」
「
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
」
１

諸
星
美
智
直
（
一
九
八
五
）
「
国
語
資
料
と
し
て
の
帝
国
議
会
議
事
速
記
録
ｌ
当

為
表
現
の
場
合
ｌ
」
「
國
學
院
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
」
〃

松
村
明
（
一
九
七
○
）
「
洋
学
資
料
と
近
代
日
本
語
の
研
究
」
東
京
堂
出
版

『
方
言
資
料
叢
刊
」
第
５
巻
「
日
本
語
方
言
の
否
定
の
表
現
」
（
一
九
九
五
）
方
言

研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
図
説
静
岡
県
方
言
辞
典
」
（
一
九
八
七
）
静
岡
県
方
言
研
究
会
静
岡
大
学
方

言
研
究
会
編

「
長
野
県
史
方
言
編
」
全
１
巻
（
一
九
九
三
長
野
県
編

付
記
本
稿
は
第
四
六
回
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
（
二
○
○
二
年
六
月
九
旦

に
お
け
る
口
頭
発
表
に
一
部
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
図
掲
載
を
快
諾

し
て
頂
い
た
大
橋
勝
男
氏
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
ゆ
あ
さ
・
さ
お
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

五
四


